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１．研究計画の概要 

保幼小の連携の必要性と重要性が指摘さ
れ、園と小学校の相互訪問、教師間の交流な
どは進められているが、しかし、系統的なカ
リキュラムの検討や学びの連続性を図る試
みは不十分である。 

本研究では、小学校教育との連続性を考慮
しながら、保育実践での、遊びの中に埋め込
まれている学びの内容と教育の方法を解明
し、遊びの場面を分析することによって、遊
びの援助における保育者の専門性を明らか
にすることを目的としている。 

具体的には、保育実践における遊びの現状
と遊びの援助のあり方を明らかにし、それと
小学校の教育との比較検討を行う。現状把握
の方法としては、園については、好きな遊び
場面のデータを収集する。小学校に関しては、
小学校学習指導要領を検討し、小学校１年生
の教育内容についてのデータを収集する。遊
びの援助のあり方については、保育者対象に
質問紙調査やヒアリング、園内研修を実施し、
検討する。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 遊び場面については、平成 19 年度：39 日、
2008 年度：24 日データを収集し、エピソー
ド記録と幼児の会話のテープおこしを行い、
小学校の学習指導要領の教育内容と比較し
た。体育、図画工作、生活科の内容が多く、
中には小学校５年生の教科内容の学びの経
験が含まれていることが明らかになった。 

好きな遊び場面では、一斉保育に比べて子
どもの嗜好性や個性差による偏りがみられ
ることが予測されたが、抽出児に焦点をあて

て検討した結果、教科につながる内容が遊び
の中にバラエティー豊かに含まれているこ
とがわかった。 

2009 年度は、複数の協力園で、園内研修を
行い、ドキュメンテーションの検討、遊びの
映像・写真を元に学びの内容、援助の視点に
ついて検討した。保育要録の記録や、遊び場
面の分析方法を検討も行った。結果、応答的
に遊びを捉えて援助するだけではなく、保育
者の知識や教育意図を基に遊びの意義付け
がなされ、環境構成や問いの工夫がなされる
必要が明らかになった。 
 2008 年度 2学期には、Ｍ市のすべての保育
所・幼稚園・小学校に依頼し年長クラスと１
年生クラスの通信を収集し、平成 21 年度に
はそれぞれの内容の比較検討を行った。結果、
園・学外実習先、教育内容に重複部分が多い
ことが明らかになった。 
保育者の援助の根拠やあり方については、

2008、2009 年度に 340 人の保育者へのアンケ
ート調査と、園長主任対象のヒアリングを行
った。子どもの現状や教育課題といったもの
を把握しそれと科学的根拠に基づいて遊び
の援助や各判断を行う必要性が明らかにな
った。 
遊びの援助の方法や、保幼小連携に関わる

養成教育の実態についてシラバスを分析し、
専門家会議で検討した。連携を扱う授業が少
ない実態がある一方で、幼児教育内容に関わ
る授業を小学校免許の必修科目としている
ところや、実践の事前事後の交流研究会を学
年を超えて実施している事例や、記録等の工
夫が明らかになった。 
 
 



３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 2007、2008 年度は、教育委員会、幼稚園・
保育所・小学校の協力を経て、当初の予定よ
りも多数の遊び場面のデータが収集できた。
また、2008 年度には、Ｍ市教育委員会の協力
を得て、すべての園と小学校に依頼し、2 学
期の通信の収集がスムーズになされた。 

現場の保育者・教師対象のヒアリング調査
も、教育委員会主催の園長・校長との連携会
議や、研究会での保幼小連携に関する自主シ
ンポジウムや、各園での園内研修等により、
順調に進んだ。 

当初の研究計画に加えて、本研究主催の専
門家会議で、遊びの援助のあり方の検討や資
料収集を実施することができた。 

保育各領域の専門家の研究協力を得て、当
初、平成 22 年度に作成を計画としていたハ
ンドブックの内容を含む著書を出版するこ
とができた。 
  
 
４．今後の研究の推進方策 

2010 年度は、これまでの個別調査結果の再
検討を行い、総合的に分析（類似エピソード、
関連事項の抽出）する。 

また、保育者の遊びの援助における専門性
とかかわる要素の抽出、特に、小学校教育と
の連続性、異質性、独自性について分析する。 

さらには、当初の研究計画をさらに進めて、
本研究のこれまでの成果から明らかになっ
た保育者の遊びの援助の質の向上を図るた
めの課題をさらに吟味し、これを改善するこ
とをめざし、遊びの援助に関わる保育者の専
門性の確立とその向上を図るための資料を
作成し、その内容を公開する。 
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